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一
・
月
・
一
・
話

「
若
者
の
活
字
離
れ
が
・・・
」昔
か
ら
よ
く

言
わ
れ
て
い
る
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
、新
し
い
娯
楽
が

登
場
す
る
た
び
に
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
高
画
質
テ
レ
ビ
な

ど
、娯
楽
が
さ
ら
に
多
様
に
な
っ
た
今
、実
際

の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
が
毎
日
新
聞
社

と
共
同
で
行
っ
て
い
る「
５
月
１
か
月
間
に

読
ん
だ
本
の
冊
数
」と
い
う
調
査
に
よ
る
と
、

意
外
に
も
小
・
中
・
高
生
と
も
に
読
ん
だ
本
の

数
は
こ
こ
数
年
で
大
き
く
増
え
て
い
ま
す
。

若
い
芥
川
賞
作
家
の
登
場
や
、「
ハ
リ
ー
・
ポ

ッ
タ
ー
」な
ど
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
ヒ
ッ

ト
な
ど
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

読
書
の
秋
、「
最
近
の
若
い
者
は
・・・
」と
言

わ
ず
、「
最
近
の
若
い
者
に
な
ら
っ
て
」活
字
に

親
し
ん
で
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
安
）

10
月
14
日
（
金
）
、中
国
中
学

校
剣
道
大
会
で
優
勝
し
た
山
本
芙

美
さ
ん
（
西
郷
中
）
が
、
報
告
の

た
め
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
現
在
西
郷
中
の
３
年
生
。
先
の
県

総
体
で
女
子
個
人
優
勝
し
、続
け
て
出
場
し
た
中
国

大
会
で
も
快
進
撃
を
続
け
優
勝
の
偉
業
を
果
た
し
ま

し
た
。
島
根
県
勢
が
中
国
大
会
で
優
勝
し
た
の
は
史

上
初
と
の
こ
と
で
、隠
岐
の
み
な
ら
ず
島
根
県
に
と

っ
て
も
大
き
な
タ
イ
ト
ル
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

役
場
応
接
室
で
町
長
と
対
面
し
た
山
本
さ
ん
は
、

「
隠
岐
の
皆
さ
ん
の
応
援
で
優
勝
で
き
ま
し
た
」
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

今
後
は
大
社
高
校
へ
進
学
し
、
夢
で
あ
る
全
国
制

覇
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆人口　17,284(-26)人　男 8,229(-15)人　女　9,055(-11)人　世帯数 7,362(+1)戸

（平成17年10月1日現在、カッコ内は前月比）

10
月
１
日（
土
）、隠
岐
汽
船
前
で
秋
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

屋
台
が
並
ぶ
歩
行
者
天
国
が
午
後
５
時
か

ら
開
放
さ
れ
、
６
時
か
ら
は
鏡
開
き
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど

が
始
ま
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
日
本
舞
踊
・
民
謡
、
斐
川
町

か
ら
よ
さ
こ
い
踊
り
・
楽
舞
踊
、
大
阪
府
豊
中

市
か
ら
エ
イ
サ
ー
・
豊
優
会
、
沖
縄
県
か
ら
沖

縄
民
謡
の
御
花
米
（
み
は
な
ぐ
み
）
な
ど
が
登

場
し
、
ス
テ
ー
ジ
前
か
ら
は
絶
え
ず
大
き
な
拍

手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
の
夜
風
も
心
地
よ
く

秋
祭
り
開
催

秋
の
夜
風
も
心
地
よ
く

秋
祭
り
開
催

秋
の
夜
風
も
心
地
よ
く

秋
祭
り
開
催

10
月
２
日
（
日
）
に
は
、第
29
回
と
な
る
隠
岐
島

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
し
肌
寒
い
曇
り
空
の
下
、2.5
km
、５
km
、10
km
、

ハ
ー
フ
な
ど
の
コ
ー
ス
に
別
れ
た
約
２
０
０
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
、隠
岐
汽
船
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

前
日
の
雨
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
水
た
ま
り
を
つ
く
る

道
路
の
上
を
、ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
思
い
思
い
の
ペ
ー

ス
で
走
り
、マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
10
月
は
、
23
日
に
も
約
５
０
０
人
が
参
加
す

る
隠
岐
の
島
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
模
様
は
次
号
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

声
援
を
背
に
ラ
ン
ナ
ー
駆
け
る

隠
岐
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

声
援
を
背
に
ラ
ン
ナ
ー
駆
け
る

隠
岐
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

声
援
を
背
に
ラ
ン
ナ
ー
駆
け
る

隠
岐
島
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

●５ｋｍコースには１２０人が参加しました●５ｋｍコースには１２０人が参加しました

●ずらりと並んだ屋台村に人だかり●ずらりと並んだ屋台村に人だかり

●中国大会制覇の山本芙美さん



３
．
ま
と
め

２
．
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て

新町発足1周年……23……行革大綱

９
月
12
日
、
行
財
政

改
革
推
進
審
議
会
よ
り

町
長
に
対
し
、
隠
岐
の

島
町
行
財
政
改
革
大
綱(

案)

に
関
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
７
回
の
会
議
に
お
い

て
厳
し
い
財
政
状
況
や
合
併
後
の
各
地
域
の
抱
え
る
問
題
等
、
様
々
な
視
点
か
ら
調
査
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

答
申
書
（
抜
粋
）

１
．
大
綱
の
構
成
に
つ
い
て

●佐々木会長から松田町長へ答申

10
月
1
日
（
土
）、
隠
岐
島
文
化
会
館
で
『
隠

岐
の
島
町
発
足
一
周
年
記
念
式
典
』
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
約
３
０
０
人
が
新
町
発
足
一
周
年
を

祝
い
ま
し
た
。

式
典
の
冒
頭
で
、
全
国
か
ら
応
募
の
あ
っ
た

５
７
３
点
の
作
品
か
ら
選
ば
れ
た
隠
岐
の
島
町

の
「
町
章
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
隠
岐
の
島

町
の
頭
文
字
「
Ｏ
（
オ
ー
）」
と
日
本
海
の
波
頭

を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
お
り
、
洗
練
さ
れ
た
力
強

い
デ
ザ
イ
ン
が
新
し
い
町
の
未
来
を
予
感
さ
せ

る
魅
力
あ
る
作
品
で
す
。 

町
章
が
披
露
さ
れ
る
と
、
続
い
て
町
旗
の
掲

揚
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
新
し
い
町
の
シ
ン
ボ

ル
に
感
慨
深
い
面
持
ち
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
松
田
町
長
が
式
辞
の
中
で
「『
円

い
輪
の
な
か
、
こ
こ
ろ
行
き
交
う
や
す
ら
ぎ
の

ま
ち
』
を
基
本
目
標
に
し
て
、
誰
も
が
合
併
し

て
良
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
な
一
体
感
の
持
て

る
町
政
の
実
現
に
向
け
努
力
し
た
い
。
こ
の
日

を
契
機
に
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
活
力

溢
れ
る
隠
岐
の
島
町
の
建
設
に
向
け
、
新
た
な

挑
戦
と
飛
躍
を
誓
い
合
い
た
い
。」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。 

町
の
若
者
６
名
に
よ
る

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

式
典
の
後
、「
新
生
・
隠
岐
の
島
町
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
隠
岐
の
島
町
在
住
の
6

人
の
若
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
ず
、
町
長
が
、
町
の
現
況
と
課
題
を
提
起

し
、
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
将
来
展

望
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。　
「
誰
か
が
や

る
だ
ろ
う
で
は
だ
め
。
自
分
で
行
動
し
な
け
れ

ば
何
も
起
こ
ら
な
い
。」、「
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
み
ん
な
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
が
、

グ
ル
ー
プ
間
の
つ
な
が
り
が
希
薄
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
、
も
っ
と
大
き
な
活
動
に
結
び
付

け
る
べ
き
。」、「
隠
岐
に
住
む
我
々
自
身
が
隠
岐

の
こ
と
を
知
ら
な
い
。
も
っ
と
隠
岐
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
で
、
自
分
の
町
を
好
き
に
な
り
誇
り

を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

活 
力
あ
ふ
れ
る
町
に
向
け
新
た
な
挑
戦
と
飛
躍
を
！

隠
岐
の
島
町
発
足
一
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る
10
月
1
日

活 
力
あ
ふ
れ
る
町
に
向
け
新
た
な
挑
戦
と
飛
躍
を
！

隠
岐
の
島
町
発
足
一
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る
10
月
1
日

活 
力
あ
ふ
れ
る
町
に
向
け
新
た
な
挑
戦
と
飛
躍
を
！

隠
岐
の
島
町
発
足
一
周
年
記
念
式
典
開
催
さ
れ
る
10
月
1
日

●町の若者によるパネルディスカッション

隠岐の島町「町章」が決定しました
昨年の12月から2ヶ月間全国に募集した573点の応募の中から、美術関係者や町民の方々など8名で構成された

町章選定委員会において慎重な審査の結果、東京都の野村和範さんの作品が最優秀賞に全会一致で決定されました。
「波を２色で表現し一目で日本海に浮かぶ隠岐がイメージでき、シンプルであるが斬新さと力強さが感じられ、新生
隠岐の島町の発展する未来を感じさせる魅力がみなぎっている。さらに、洗練されたデザインで町章として多様な
使用に優れた作品である」とするものです。
同作品を色の指定などを行い、10月1日隠岐の島町の町章として告示し、同日行われた「隠岐の島町発足１周年

記念式典」において発表しました。

最優秀賞作品（隠岐の島町章）野村和範さん　東京都
隠岐の島町の頭文字「Ｏ（オー）」と日本海の波頭をモチーフに、まち
の調和ある発展とこころのやすらぎを表す円（輪＝和）の広がりを基調
とし、まちの輝きを表す白い円とそれをやさしく、かつ力強くつつむ二
つの波は、活発な交流、人々が共に支え合う姿、隠岐に育つたくましい
隠岐びとの姿を、色は隠岐の美しく豊かな自然と悠久の歴史を表し、全
体として隠岐の島町のまちづくりの理念を表しています。

波多野義孝さん 小泉秀利さん 宇佐美淳さん 長本悦司さん
大分県 福井県 島根県 香川県

入賞作品

こ
の
答
申
内
容
を
踏
ま
え
て
行
財
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

１
．
大
綱
の
構
成
に
つ
い
て

「
Ⅱ
行
財
政
改
革
の
具
体
的
方
向
性　

３
．
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
」
の
①
〜
④
の
項
目
を
行

財
政
改
革
に
お
け
る
重
要
性
に
応
じ
順
番
を
変

更
す
る
こ
と
。

２
．
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て

別
途
作
成
の
実
施
計
画
に
て
具
体
的
な
改
革

手
法
と
目
標
数
値
を
示
し
て
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
こ
と
。

(

１)

行
政
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
に
つ
い
て

①
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て

・
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
も
減
額
措
置
を

行
う
こ
と
を
検
討
し
、
よ
り
一
層
の
人
件
費

抑
制
に
取
り
組
む
こ
と
。

・
職
員
給
与
制
度
の
見
直
し
に
あ
っ
て
は
、
地

域
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
納
得
で
き
る
適
正

な
給
与
制
度
に
見
直
す
こ
と
。

・
人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
早
急
に

取
り
組
み
、
職
員
給
与
に
反
映
す
る
こ
と
。

②
施
設
管
理
経
費
の
節
減
に
つ
い
て

・
積
極
的
に
民
間
委
託
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
推
進
す
る
こ
と
。

・
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ
の
説

明
、
理
解
を
得
る
こ
と
。

③
職
員
等
の
定
員
適
正
化
に
つ
い
て

・
で
き
る
だ
け
短
期
間
に
適
正
な
職
員
数
と
な
る

よ
う
鋭
意
努
力
す
る
こ
と
。(

目
標
２
５
０
人)

・
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
定
数
減
の
方
向
で
見

直
し
を
図
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

④
行
政
組
織
の
見
直
し
と
職
員
の
意
識
改
革

に
つ
い
て

・
大
綱
の
記
述
を
住
民
に
も
わ
か
る
文
章
に
修

正
す
る
こ
と
。

・
ス
リ
ム
な
組
織
へ
の
再
編
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

・
本
所
・
支
所
等
の
連
携
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
図
る
こ
と
。

・
分
庁
方
式
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

・
職
員
意
識
の
改
革
と
能
力
向
上
を
図
る
こ
と
。

⑤
職
場
内
の
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て

・
指
摘
事
項
な
し
。

⑥
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て

・
計
画
段
階
か
ら
の
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
り
、

積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
。

・
行
財
政
改
革
に
あ
た
っ
て
は
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
情
報
公
開
を
行
う
こ
と
。

(

２)

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
事
務
事
業
の
見
直
し
と
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て

・
緊
急
性
・
優
先
性
・
効
率
性
を
重
視
し
た
施

策
展
開
の
た
め
早
急
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
。

②
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
は
積
極
的
に
行
い
、

民
間
移
譲
が
適
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。

③
住
民
参
加
と
協
働
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て

・
民
意
を
聴
く
シ
ス
テ
ム
、
町
政
へ
の
参
加
が

容
易
に
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

(

３)

財
源
の
確
保
に
つ
い
て

①
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て

・
受
益
に
応
じ
た
適
正
な
負
担
を
原
則
と
す
る
。

・
施
設
の
利
用
料
に
お
け
る
減
免
規
定
に
つ
い

て
は
廃
止
も
含
め
早
急
に
見
直
す
こ
と
。

②
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

・
公
有
財
産
の
有
効
活
用
は
至
急
検
討
し
対
応

す
る
こ
と
。
処
分
案
が
計
画
さ
れ
た
時
点
で

速
や
か
に
住
民
に
提
示
し
理
解
を
得
る
こ
と
。

③
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
に
つ
い
て

・
住
民
負
担
の
公
平
の
視
点
か
ら
徴
収
率
の
向

上
に
努
力
し
、
現
在
の
滞
納
額
の
整
理
に
つ

い
て
も
強
力
な
体
制
で
臨
む
こ
と
。

④
新
規
収
入
源
の
検
討
に
つ
い
て

・
増
税
に
あ
た
っ
て
は
行
政
経
費
や
人
件
費
の

圧
縮
、
滞
納
額
の
整
理
を
先
行
さ
せ
住
民
に

十
分
理
解
を
得
る
こ
と
。

(

４)

財
政
指
標
の
改
善
に
つ
い
て

①
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
に
つ
い
て

②
基
金
の
造
成
に
つ
い
て

③
起
債
制
限
比
率
の
抑
制
に
つ
い
て

・
財
政
指
標
の
改
善
に
あ
た
っ
て
は
実
現
可
能

な
目
標
数
値
を
設
定
し
最
大
限
の
努
力
を
す

る
こ
と
。

(

５)

広
域
行
政
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

①
広
域
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
各
事
業
に
つ
い
て
精
査
し
将
来
に
お
け
る
方

向
性
を
検
討
す
る
こ
と
。

②
外
郭
団
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
財
政
支
援
は
必
要
最
小
限
に
抑
え
、
経
営
改

善
を
行
い
自
立
を
図
る
こ
と
。

３
．
ま
と
め

・
将
来
の
隠
岐
の
島
町
の
発
展
の
た
め
の
改
革
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
行
政
も
住
民
も
念
頭
に
置
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
抜
本
的
な
財
政
構
造
の
改

善
に
は
、
役
場
全
職
員
、
全
住
民
の
意
識
改
革

に
よ
っ
て
固
定
観
念
や
既
得
権
意
識
を
見
直

す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
施
策
の
取
捨
選
択
の
中

で
従
来
の
施
策
の
切
り
捨
て
と
特
色
あ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
行
財
政
改
革
の
推
進
に
は
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
進
行
管
理
を
行
い
、

住
民
へ
の
情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

　



２
．
改
革
の
推
進
体
制

１
．
大
綱
の
期
間

５
．
広
域
行
政
等
の
見
直
し

４
．
財
政
指
標
の
改
善

３
．
財
源
の
確
保

２
．
事
務
事
業
の
見
直
し

行革大綱……45……行革大綱

２
．
事
務
事
業
の
見
直
し

①
事
務
事
業
の
見
直
し
と
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
緊
急
性
、
優
先
性
、

効
率
性
を
勘
案
し
、
事
務
事
業
を
見
直
し
ま
す
。

全
て
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
補
助
金
交
付
要

綱
を
整
備
し
、
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
し
、
住

民
参
加
に
よ
る
成
果
重
視
の
効
率
的
な
町
政
を

進
め
ま
す
。

②
民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て　
　

民
間
機
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
適
当
な
事

務
事
業
に
つ
い
て
は
民
間
へ
の
委
託
を
推
進

し
ま
す
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営
は
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
な
ど
民
間
の
機
能
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
の
利
活
用
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
住
民
参
加
と
協
働
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て　

町
政
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
図
る
た
め
、
参

加
が
容
易
に
で
き
る
協
働
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。

３
．
財
源
の
確
保

①
受
益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て

施
設
の
使
用
料
、
業
務
の
手
数
料
、
事
業
の

分
担
金
及
び
負
担
金
に
つ
い
て
は
受
益
者
負
担

を
原
則
と
し
、
利
用
者
（
受
益
者
）
か
ら
は
受

益
の
程
度
に
応
じ
た
適
正
な
負
担
を
求
め
ま
す
。

②
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て　
　

普
通
財
産
の
未
利
用
地
、
用
途
廃
止
さ
れ
た

未
利
用
施
設
や
行
政
財
産
に
つ
い
て
も
利
用
頻

度
の
極
度
に
少
な
い
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
廃

止
や
売
却
な
ど
の
処
分
も
含
め
、
公
有
財
産
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

③
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
に
つ
い
て

町
税
を
は
じ
め
国
保
税
、
公
営
住
宅
料
、
保

育
料
、
水
道
料
な
ど
の
徴
収
率
の
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
額
の
整
理
に
つ
い
て

は
、
徴
収
方
法
や
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

④
新
規
収
入
源
の
検
討
に
つ
い
て

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
町
税
の
超
過

税
率
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

新
た
な
収
入
源
を
調
査
研
究
し
、
財
源
確
保

に
努
め
ま
す
。

４
．
財
政
指
標
の
改
善　

①
経
常
収
支
比
率
の
抑
制
に
つ
い
て

　

現
在
の
経
常
収
支
比
率
は
95
・
9
％
で
す
。

５
年
後
の
目
標
数
値
を
90
％
以
下
と
な
る
よ
う

改
善
に
努
め
ま
す
。

②
基
金
の
造
成
に
つ
い
て

新
た
な
基
金
を
創
設
し
増
額
し
て
い
く
こ
と

は
困
難
で
あ
り
、
当
面
は
基
金
に
頼
ら
な
い
収

支
均
衡
の
財
政
運
営
を
目
標
と
し
た
財
政
構
造

の
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
起
債
制
限
比
率
の
抑
制
に
つ
い
て

現
在
の
起
債
制
限
比
率
は
19
・
5
％
で
す
。

起
債
の
発
行
総
額
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
繰
上

償
還
な
ど
を
行
い
、
５
年
後
の
指
数
を
15
％
以

下
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

５
．
広
域
行
政
等
の
見
直
し

①
広
域
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

広
域
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
精

査
し
、
将
来
の
方
向
性
と
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

②
外
郭
団
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

外
郭
団
体
は
自
立
し
た
運
営
を
基
本
と
し
、

設
立
目
的
を
考
慮
し
な
が
ら
、
業
務
内
容
な
ど

の
検
証
を
行
い
、
行
政
の
か
か
わ
り
方
を
見
直

し
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る

と
と
も
に
、
株
主
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
明

確
に
し
、
事
業
内
容
や
経
営
状
況
、
公
的
支
援

等
に
つ
い
て
情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

土
地
開
発
公
社
や
農
業
公
社
に
つ
い
て
も
、

経
営
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅲ　

改
革
の
推
進

１
．
大
綱
の
期
間

大
綱
の
期
間
は
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
５

カ
年
間
（
平
成
17
年
度
始
期
）
と
し
ま
す
。

２
．
改
革
の
推
進
体
制

大
綱
に
基
づ
い
て
「
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

や
「
財
政
健
全
化
計
画
」「
職
員
定
数
適
正
化

計
画
」
を
策
定
し
、
行
財
政
改
革
推
進
本
部
を

中
心
に
進
行
管
理
を
行
い
、
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
行
財
政
改
革
を
進
め
ま
す
。

推
進
状
況
を
住
民
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、

絶
え
ず
新
た
な
視
点
に
立
っ
て
見
直
し
を
進
め

ま
す
。行財政改革推進審議会答申・行財

政改革大綱の全文については隠岐
の島町ホームページでご覧いただ
けます。
http://town.okinoshima.shimane.jp/ 

お問い合わせ
隠岐の島町役場合併推進室
℡　２－８５７０

行財政改革推進審議会答申・行財
政改革大綱の全文については隠岐
の島町ホームページでご覧いただ
けます。
http://town.okinoshima.shimane.jp/ 

お問い合わせ
隠岐の島町役場合併推進室
℡　２－８５７０

１
．
行
政
の
効
率
化･

ス
リ
ム
化

３
．
情
報
公
開
と
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
構
築

２
．
組
織
改
善
と
職
場
の
活
性
化

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

行
財
政
改
革
推
進
本
部
（
会
長
、
松
田
町
長
）
は
、
審
議
会
の
答
申
を
受
け
10
月
１
日
、

隠
岐
の
島
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
大
綱
は
今
後
の
隠
岐
の
島
町
に
お
け

る
行
財
政
改
革
の
基
本
的
な
目
標
と
な
り
、
大
綱
に
基
づ
く
実
施
計
画
等
の
各
種
計
画
の
策

定
・
実
施
に
よ
り
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱(

抜
粋)

は
じ
め
に

は
じ
め
に

１
．
財
政
健
全
化
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
財
政
運
営

 

本
町
の
行
財
政
改
革
は
財
政
の
健
全
化
を
最

優
先
に
、
地
方
分
権
や
地
域
住
民
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
行
政
組
織
の
再
編
や
住
民

参
加
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
次
の
３
点

を
指
針
に
定
め
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推

進
し
ま
す
。

①
財
政
健
全
化
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
財
政
運
営

②
組
織
改
善
と
職
場
の
活
性
化

③
情
報
公
開
と
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

Ⅰ　

行
財
政
改
革
の
指
針

１
．
財
政
健
全
化
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
財
政
運
営

危
機
的
な
財
政
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
、

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
財
政
運
営
に
心
が
け
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
次
の
方

針
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
人
件
費
の
抑
制　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
）
施
設
管
理
経
費
の
節
減　
　
　
　
　
　

（
３
）
事
務
事
業
の
見
直
し
と
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
の
構
築

（
４
）
民
間
活
力
の
活
用

（
５
）
受
益
者
負
担
の
適
正
化

（
６
）
公
有
財
産
の
有
効
活
用

（
７
）
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上

（
８
）
新
規
収
入
源
の
検
討

（
９
）
財
政
指
標
の
改
善

（
10
）
広
域
行
政
等
の
見
直
し

２
．
組
織
改
善
と
職
場
の
活
性
化

住
民
の
た
め
の
組
織
再
編
、
職
員
の
資
質
向

上
と
人
材
育
成
を
目
指
し
、
次
の
方
針
を
重
点

に
取
り
組
み
ま
す
。　
　

（
１
）
職
員
等
の
定
員
適
正
化

（
２
）
行
政
組
織
の
見
直
し
と
職
員
の
意
識
改
革

（
３
）
職
場
内
の
情
報
の
共
有
化

３
．
情
報
公
開
と
住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
構
築

行
政
は
積
極
的
に
住
民
と
の
情
報
の
共
有
を

図
り
、
住
民
へ
の
施
策
の
説
明
責
任
を
果
た
す

と
と
も
に
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
、
次
の
方
針
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
１
）
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化

（
２
）
住
民
参
加
と
協
働
シ
ス
テ
ム
の
構
築

 

Ⅱ　

行
財
政
改
革
の
具
体
的
方
向
性

１
．
行
政
の
効
率
化･

ス
リ
ム
化

①
人
件
費
の
抑
制
に
つ
い
て

財
源
確
保
の
た
め
、
当
面
、
三
役
、
職
員
給

与
の
減
額
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

職
員
給
与
制
度
の
適
正
化
に
努
め
、
人
件
費

の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

②
施
設
管
理
経
費
の
節
減
に
つ
い
て

各
種
公
共
施
設
の
設
置
と
運
営
は
、
運
営
形

態
を
抜
本
的
に
見
直
し
施
設
の
統
廃
合
や
民
間

委
託
に
つ
い
て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
は
、
平
成
18
年
４
月
か

ら
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

③
職
員
等
の
定
員
適
正
化
に
つ
い
て

職
員
定
数
の
適
正
化
は
、
類
似
団
体
、
定
員

モ
デ
ル
等
を
参
考
に
年
齢
構
成
に
配
慮
し
た
「
職

員
定
数
適
正
化
計
画
」
を
作
成
し
、
職
員
数
の

削
減
に
取
り
組
み
、
現
在
３
４
０
人
の
職
員
に

対
し
、
５
年
後
の
目
標
職
員
数
を
２
９
２
人
と

し
ま
す
。

議
会
議
員
の
22
名
の
定
数
は
、
同
規
模
自

治
体
の
動
向
や
議
会
組
織
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

見
直
し
を
図
る
こ
と
を
議
会
に
要
請
し
ま
す
。

各
種
委
員
会
や
審
議
会
の
委
員
数
は
、
効
率

的
な
機
関
運
営
が
で
き
る
委
員
定
数
を
検
討
し

ま
す
。　
　

④
行
政
組
織
の
見
直
し
と
職
員
の
意
識
改
革
に

つ
い
て　

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
本
所
と
支
所
、

出
張
所
の
役
割
・
機
能
分
担
の
見
直
し
、
適
正

な
職
員
数
の
配
置
を
図
り
ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
を
促
す
た
め
に
、
人
材
育

成
基
本
方
針
及
び
研
修
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
を
策
定
し
、
計
画
的
な
研
修
制
度
を
確
立
し

ま
す
。

職
員
意
識
の
改
革
を
促
し
、
職
員
の
意
欲
を

引
き
出
す
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑤
職
場
内
の
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て

Ｏ
Ａ
化
さ
れ
た
業
務
の
よ
り
一
層
の
効
率
化

を
図
り
、
職
場
内
の
行
政
情
報
の
共
有
化
を
促

進
し
、
総
合
的
利
用
が
で
き
る
体
制
を
整
え
ま

す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
を
推
進
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑥
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
に
つ
い
て

「
誰
に
も
・
迅
速
・
確
実
に
」
伝
わ
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
政
策
な
ど
の
行
政
情
報
を
積
極

的
に
公
開
・
提
供
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
た
体
制
整
備

を
図
り
ま
す
。
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先
日
町
民
の
皆
様
に
ご
み
・
し
尿
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
集
計
結
果
を
、
全
３
回
に
分

け
て
発
表
し
ま
す
。

第
１
回
目
は
し
尿
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
す
。

Ⅰ
．
調
査
の
目
的

平
成
17
年
３
月
に
策
定
し
た
「
隠
岐
の
島

町
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

実
施
に
つ
い
て
検
討
事
項
と
し
た
も
の
に
つ

い
て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
実
施

計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
。
主
な
検
討

事
項
は
、

①
本
町
の
し
尿
処
理
施
設
に
お
け
る
処
理
対

策
（
く
み
取
り
世
帯
の
自
家
処
理
量
の
割
合
、

簡
易
水
洗
の
普
及
状
況
の
実
態
調
査
）

②
現
行
の
し
尿
処
理
券
方
式
の
見
直
し

③
し
尿
処
理
施
設
で
堆
肥
化
し
た
肥
料
「
ハ

イ
ク
リ
ー
ン
お
き
」
の
販
売
方
法
等
の
見

直
し
。

Ⅱ
．
調
査
対
象
者

本
町
在
住
の
20
歳
以
上
80
歳
未
満
の
男
女

の
う
ち
、
く
み
取
り
世
帯
（
く
み
取
り
ト
イ
レ
・

簡
易
水
洗
ト
イ
レ
）　

１
，
０
０
０
世
帯
（
無

作
為
抽
出
）

Ⅲ
．
回
収
結
果

５
９
５
世
帯
・
59
・
５
％

１
．
現
住
所

■
西
郷
地
区
（
86
％
）

■
五
箇
地
区
（
14
％
）

２
．
現
在
お
使
い
の
ト
イ
レ
は
、
ど
の

方
式
で
す
か

■
く
み
と
り
ト
イ
レ
（
64
％
）

■
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
（
36
％
）

３
．
現
在
ご
自
宅
の
ト
イ
レ
の
し
尿
処
理

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

■
収
集
車
に
よ
る
処
理
と
、
自
分
で
処
理
す
る
量

が
半
々
（
5
％
）

■
収
集
車
に
よ
る
処
理
と
、
一
部
自
分
で
処
理
し

て
い
る
（
9
％
）

■
す
べ
て
収
集
車
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
（
86
％
）

４
．
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

■
１
年
以
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
に
改
造
す
る

計
画
が
あ
る
（
2
％
）

■
５
年
以
内
に
合
併
処
理
浄
化
槽
に
改
造
す
る

計
画
が
あ
る
（
4
％
）

■
１
年
以
内
に
下
水
道
等
で
処
理
す
る
計
画
が

あ
る
（
0
％
）

■
５
年
以
内
に
下
水
道
等
で
処
理
す
る
計
画
が

あ
る
（
3
％
）

■
今
ま
で
ど
お
り
、
畑
地
等
に
ま
い
て
自
分
で

処
理
す
る
（
4
％
）

■
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
（
87
％
）

５
．
現
在
、
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
住
民

の
皆
様
に
し
尿
処
理
券
を
販
売
店
で

買
っ
て
い
た
だ
い
て
、
町
の
委
託
業

者
が
収
集
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の

方
法
に
つ
い
て
、
不
便
と
感
じ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
現
在
の
方
法
で
よ
い
（
23
％
）

■
不
便
と
感
じ
る
と
き
も
あ
る
が
、
現
在
の
方

法
で
よ
い
（
20
％
）

■
不
在
の
時
、
委
託
業
者
と
の
し
尿
処
理
券
の

受
け
渡
し
が
不
便
だ
（
24
％
）

■
し
尿
処
理
券
の
必
要
枚
数
を
、
事
前
に
用
意

す
る
こ
と
が
不
便
だ
（
24
％
）

■
し
尿
処
理
券
販
売
店
が
自
宅
か
ら
遠
い
（
6
％
）

■
そ
の
他
（
3
％
）

６
．
問
５
で
「
不
在
の
時
、
委
託
業
者
と

の
し
尿
処
理
券
の
受
け
渡
し
が
不
便

だ
。」、「
し
尿
処
理
券
の
必
要
枚
数
を
、

事
前
に
用
意
す
る
こ
と
が
不
便
だ
」

ま
た
は
、「
し
尿
処
理
券
販
売
店
が
自

宅
か
ら
遠
い
」
を
選
ば
れ
た
方
に
お

聞
き
し
ま
す
。

■
く
み
取
り
後
の
料
金
は
、
現
金
等
で
業
者
に

直
接
支
払
う
方
法
が
よ
い
（
77
％
）

■
し
尿
処
理
券
販
売
店
を
増
や
し
て
ほ
し
い（
18
％
）

■
そ
の
他
（
5
％
）

７
．
現
在
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
を
「
島

後
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
処
理
し

た
後
の
汚
泥
は
、
堆
肥
化
し
た
後
、

普
通
肥
料
「
ハ
イ
ク
リ
ー
ン
お
き
」

と
し
て
、
１
袋 (

15
㎏) 

当
た
り
３

１
５
円
で
農
協
に
て
販
売
し
て
い
ま

す
。「
ハ
イ
ク
リ
ー
ン
お
き
」
は
ご
存

知
で
す
か
。

■
よ
く
知
っ
て
い
る
（
20
％
）

■
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
（
21
％
）

■
知
ら
な
い
（
59
％
）

８
．
問
７
で
、「
１
．
よ
く
知
っ
て
い
る
」

を
選
ば
れ
た
方
に
お
聞
き
し
ま
す
。「
ハ

イ
ク
リ
ー
ン
お
き
」
を
買
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

■
よ
く
買
う
（
7
％
）

■
た
ま
に
買
う
（
15
％
）

■
以
前
に
買
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
19
％
）

■
買
っ
た
こ
と
が
な
い
（
59
％
）

９
．
問
８
で
、「
３
．
以
前
に
買
っ
た
こ

と
が
あ
る
」
ま
た
は
、「
４
．
買
っ
た

こ
と
が
な
い
」
を
選
ば
れ
た
方
に
お

聞
き
し
ま
す
。

■
値
段
が
安
け
れ
ば
買
う
（
36
％
）

■
肥
料
と
し
て
つ
か
わ
な
い
の
で
、
買
わ

な
い
（
64
％
）

上
記
の
項
目
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
自
由
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
紙
面
の
都
合
上
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
に
は
厳
し
い
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
が
、
真
摯
に
受
け
止

め
、
今
後
は
、
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
結
果
を
参
考
に
、
財
源
が
必
要
な
物
は
そ
の
費
用
対
効

果
な
ど
の
調
査
を
進
め
、
で
き
る
こ
と
か
ら
順
次
行
な
っ
て
い
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
で
は
「
ご
み
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マイバッグキャンペーン
　　実施中！
マイバッグキャンペーン
　　実施中！
マイバッグキャンペーン
　　実施中！
マイバッグキャンペーン
　　実施中！
マイバッグキャンペーン
　　実施中！
マイバッグキャンペーン
　　実施中！

●キャンペーン参加店に置いてあるポイントカードを使
用してください。
●マイバッグを持参してお買い物をされるとスタンプ 1
個（1ポイント）を押印します（1回のお買い物につき
1個）
●スタンプが7個貯まったら応募箱に応募してください。
（お１人様何回でも応募できます）
●ポイントカードはキャンペーンのポスターのあるお店（エ
コショップ）ならどこでも使えます。

実施期間は １１月３０日(水 )まで
ご応募はお早めに！
１１月３０日(水 )まで
ご応募はお早めに！
１１月３０日(水 )まで
ご応募はお早めに！

ポイン
ト集め

て

豪華景
品をゲ

ット！
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本町では、昨年度より、人口の約6割を占める西郷処理区
の公共下水道に着手しました。
でも、多くの住民のみなさんは、「下水道って何？どうした
ら使えるの？」と、わからないことが多いと思います。
そこで、本号より、「下水道って何なのか？隠岐の島町はど
う考えているのか？」など下水道講座としてみなさんにお知
らせしていこうと思います。

魚が住めるための必要な水の量
トイレが水洗化されます

ハエや蚊がいなくなります

海や川がよみがえります

水
循
環
と
下
水
道

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
か
け
が
え

の
な
い
水
。
水
は
、
雨
と
し
て
地
上
に
降
り
、

川
と
し
て
海
に
注
ぎ
、
海
水
は
太
陽
に
温
め
ら

れ
て
蒸
発
し
て
雲
に
な
り
雨
に
な
る
・
・
・
。

私
た
ち
は
、
生
活
し
て
い
く
中
で
水
を
考
え
る

と
き
、
ま
ず
、
こ
の
雄
大
な
自
然
の
水
循
環
の

営
み
に
思
い
を
巡
ら
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
水
を
利
用
す
る
、
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
、「
水
を
汚
す
」
こ
と
で
す
。
飲
み
水
は
体

の
中
の
汚
れ
、
お
風
呂
は
体
の
外
の
汚
れ
、
洗

濯
で
は
服
の
汚
れ
。
水
は
、
ひ
た
す
ら
汚
さ
れ

て
、
家
庭
の
外
へ
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
自
然
の
水
循
環
と
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
し
の
中
で
汚
し
て
い
る
水
を
、

き
れ
い
に
処
理
し
て
か
ら
川
や
海
に
戻
し
て
い

る
の
で
す
。
下
水
道
が
な
け
れ
ば
、
汚
さ
れ
た

ま
ま
の
水
が
流
れ
込
ん
で
、
川
や
海
は
汚
く
な

り
、
自
然
の
水
循
環
を
壊
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

私
た
ち
が
、
日
頃
台
所
に
捨
て
て
い
る
米
の

と
ぎ
汁
な
ど
を
、
魚
が
住
め
る
水
に
す
る
に
は
、

右
下
の
図
だ
け
の
水
が
必
要
で
す
。

※ 

１
杯
と
は
浴
槽
１
杯
（
３
０
０
㍑
）

の
こ
と
で
す
。

※ 

魚
が
住
め
る
水
と
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が

５
ｐ
ｐ
ｍ
の
水
。

下
水
道
の
役
割

下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
、
私
た
ち
が

日
常
生
活
で
使
っ
た
水
や
し
尿
は
、「
汚
水
」

と
し
て
下
水
道
管
に
流
れ
、
下
水
処
理
場
に

集
め
ら
れ
て
浄
化
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
再

び
川
や
海
に
戻
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を
は
じ
め
、

家
の
周
り
の
側
溝
に
、
汚
水
が
た
ま
ら
な
い

の
で
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
、
清

潔
で
快
適
な
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る
水
質
保
全

の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
水
環
境
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

今後整備する下水道

凡　　例

使用している下水道

中村

飯美

布施

卯敷

犬来

今津
岸浜

加茂

津戸

都万

那久

福浦

久見

奥津戸

蛸木

大久

西郷

油井

五箇

岬町

箕浦

隠岐の島町下水道基本構想図 下
水
道
の
整
備
計
画                       

こ
の
よ
う
に
、
水
環
境
を
守
る
の
に
必
要
な

下
水
道
を
整
備
す
る
た
め
に
「
隠
岐
の
島
町
下

水
道
基
本
構
想
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
の
基
本
構
想
に
お
い
て
は
、
地
域
の
特
性
・

地
形
な
ど
を
考
慮
し
つ
つ
、
経
済
的
で
効
率
的

な
下
水
道
整
備
が
行
え
る
よ
う
、「
集
合
処
理

（
複
数
の
家
屋
の
生
活
排
水
を
一
つ
の
下
水
処

理
場
で
処
理
す
る
方
法
）」
と
、「
個
別
処
理

（
家
屋
ご
と
に
浄
化
槽
な
ど
で
生
活
排
水
を
処

理
す
る
方
法
）」
に
よ
り
、
町
の
全
て

の
家
屋
が
下
水
道
整
備
さ
れ

る
よ
う
計
画
を
た
て
ま
し
た
。

今
後
の
下
水
道
の
整
備
は
、
こ
の
隠
岐
の
島

町
下
水
道
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
下
表
の
よ
う

に
各
地
区
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

    事 業 名 概      要 対 象 地 域

集
合
処
理

個
別
処
理

●公共下水道や漁業集落排水などで複数
の家屋の生活排水を一つの下水処理場
で処理する事業。
●町にて、管路・下水処理場の建設は行
います。
●個人敷地内の配管は、個人負担です。
●維持管理は町にて行います。
●下水道料金にて運営されます。

●油井処理区は現在事業実施中です。
●西郷・箕浦処理区は事業に着手しま
した。
●五箇・中村・大久・岬町処理区は今
後整備していく予定です。
●加茂・今津・犬来・岸浜・都万・津
戸・蛸木・奥津戸・那久・福浦・久
見・布施・卯敷・飯美処理区は整備
が終わり下水道を使用しています。

●家屋ごとに町が浄化槽を設置して生活
排水を処理する事業。
●浄化槽までの配管は個人負担です。
●維持管理は町にて行います。
●下水道料金にて運営されます。

公共下水道事業
漁業集落排水事業
農業集落排水事業
コミュニティプラント事業

浄化槽市町村整備推進事業

浄化槽設置整備事業

●代・皆市・近石・真杉・伊後・先岬
・那久路・苗代田・向ヶ丘・長尾田
・上元屋・都万目・神尾・津井・釜
・大津久・歌木など
●集合処理区内及びその周辺で、集合
処理が困難な家屋。

●単独浄化槽・汲み取りから合併浄化槽
に改造される方にその費用の一部を補
助する事業。
●維持管理は個人にて行います。

●集合処理区内で下水道を利用するの
に相当年かかる家屋。

米のとぎ汁(3,000mg/ )

　　　　　　　　　2リットル4 杯分

牛乳(78,000mg/ )
200ミリリットル

　10.4 杯分

使用済みの天ぷら油
(78,000mg/ )
200ミリリットル

　200 杯分
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下
水
道
の
仕
組
み

汚
水
を
集
め
て
下
水
処
理
場
ま
で
運
ぶ
方
法

に
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別
々
の
下
水
道
管
で
運

ぶ
方
法
と
、
汚
水
と
雨
水
を
同
じ
下
水
道
管
で

運
ぶ
方
法
が
あ
り
、
隠
岐
の
島
町
の
下
水
道
に

お
い
て
は
、
汚
水
の
み
を
下
水
処
理
場
ま
で
運

び
ま
す
。

ま
た
、
汚
水
を
下
水
処
理
場
ま
で
運
ぶ
の
に

道
路
の
下
に
下
水
道
管
が
埋
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
下
水
道
管
は
、
少
し
で
も
経
費
が
安
く

な
る
よ
う
に
、
な
る
べ
く
機
械
の
力
（
ポ
ン

プ
）
に
よ
ら
な
い
で
、
高
い
方
か
ら
低
い
方
に
、

自
然
の
流
れ
を
利
用
し
て
運
び
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
下
水
道
管
は
、
下

流
に
行
く
に
従
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
地
表
か
ら
の

深
さ
が
深
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
余
り
深
く
な
る
と
工
事
や
管
理
が

大
変
と
な
り
ま
す
か
ら
、
途
中
で
ポ
ン
プ
で
汲

み
上
げ
て
、
下
水
処
理
場
ま
で
運
び
ま
す
。

下
水
処
理
場
と
い
う
と
、
機
械
や
、
薬
品
で

水
を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
下
水
処
理
場
で
は
、
川

な
ど
で
、
石
な
ど
に
付
着
し
た
小
さ
な
生
き
物

（
微
生
物
）
が
水
中
の
汚
れ
（
有
機
物
）
を
分

解
し
て
、
き
れ
い
に
す
る
自
然
界
の
自
浄
力
と

同
じ
作
用
を
利
用
し
て
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が

え
ら
せ
、
川
や
海
に
放
流
し
ま
す
。

下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
の
費
用

(1)
受
益
者
分
担
金

下
水
道
事
業
は
、
他
の
公
共
事
業
と
異
な
り

限
ら
れ
た
特
定
の
地
域
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
益
者
の
負
担
が
必
要

で
す
。

下
水
道
は
、
衛
生
的
で
快
適
な
街
づ
く
り
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
が
、

下
水
道
管
の
布
設
・
下
水
処
理
場
の
建
設
に
は

多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
建
設
財
源
は
、
国
か
ら
の
補
助
金

や
町
費
、
そ
し
て
下
水
道
を
利
用
す
る
処
理
区

域
の
住
民
の
方
々
の
受
益
者
分
担
金
に
よ
り
ま

か
な
わ
れ
ま
す
。

平
成
17
年
9
月
現
在
、
受
益
者
分
担
金
額

は
５
７,
０
０
０
円
で
す
が
、
物
価
等
の
変
動

に
よ
り
、
将
来
的
に
は
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

(2)
家
屋
の
改
造
費

町
で
は
、
公
道
に
埋
め
る
下
水
道
管
と
、
各

家
屋
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
公
共
桝
ま
で
は
施

工
し
ま
す
が
、
各
家
庭
の
排
水
設
備
、
ト
イ
レ

の
改
造
は
個
人
で
施
工
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

排
水
設
備
と
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
汚
水
を
下
水
道
管
に
流
す
ま
で
の
施
設
で
、

自
宅
の
敷
地
内
に
設
け
る
台
所
・
ト
イ
レ
・

浴
室
等
か
ら
の
排
水
管
、
並
び
に
接
続
す
る
桝

を
総
称
し
て
い
い
ま
す
。

家
屋
の
排
水
設
備
と
便
器
等
を
水
洗
用
に
改

造
す
る
費
用
は
、
各
家
屋
や
、
敷
地
の
広
さ
に

よ
る
配
管
の
長
さ
・
構
造
、
水
洗
ト
イ
レ
の
程

度
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
汲
み
取
り
の
家
屋

で
す
と
、
お
お
よ
そ
80
万
円
と
推
測
さ
れ
ま

す
。

　区　分
 基　本　料　金 超　過　料　金

3 3

3

3

3

3

3

3

3

3

下 水 道 使 用 料（平成18年 4月 1日以降適用）

8ｍまで

10ｍまで

10ｍまで

970円

1,425円

1,425円

9～ 20ｍ
21～ 40ｍ
41ｍ以上

11ｍ以上

11～ 20ｍ
21ｍ以上

225円
245円
270円

270円

245円
270円

一　  般
家 庭 用

※営業用

※団体用
　学校用

※　「営業用」とは、料理飲食店、旅館、理髪業、娯楽施設等に使用するものをいう。
※　「団体用」とは、官公署、病院、会社その他これに準ずるもの等に使用するものをいう。

 水　量 料　金 水　量 料　金
(1ｍ当)

(3)
下
水
道
使
用
料

下
水
道
管
や
下
水
処
理
場
は
、
快
適
な
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
、
一
日
も
休
む
こ
と
な
く

動
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
必
要
な

費
用
は
、
下
水
道
使
用
料
と
し
て
使
用
者
の
み

な
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
の
下

水
道
使
用
料
は
、
旧
西
郷
町
・
旧
都
万
村
が
、

上
水
道
使
用
量
に
よ
る
「
従
量
制
」、
旧
五
箇

村
・
旧
布
施
村
は
、
家
庭
の
人
数
に
よ
る
「
人

頭
制
」
に
よ
っ
て
下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
4
月
1

日
よ
り
、
上
水
道
使
用
量
に
よ
る
「
従
量
制
」

に
統
一
さ
れ
、
左
記
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
次
回
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

浄
化
槽
事
業

町
で
は
、
来
年
度
よ
り
個
別
処
理
の
次
の

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

(1)
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業

【
概
要
】

集
合
処
理
が
地
理
的
な
要
因
等
に
よ
り
困

難
と
認
め
ら
れ
た
家
屋
に
町
が
浄
化
槽
を
設

置
す
る
事
業
で
す
。

設
置
後
の
維
持
管
理
は
町
で
行
い
ま
す
。

【
実
施
家
屋
の
決
定
】

施
工
を
計
画
し
て
い
る
前
年
度
の
、
決
め

ら
れ
た
期
間
に
要
望
を
受
け
、
審
査
の
上
、

実
施
家
屋
を
決
定
し
ま
す
。

【
使
用
料
金
等
】

ア　

受
益
者
分
担
金
が
必
要
で
す
。

イ　

下
水
道
使
用
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

ウ　

排
水
設
備
工
事
は
個
人
負
担
で
す
。

(2)
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

【
概
要
】

集
合
処
理
区
内
で
下
水
道
を
利
用
す
る
の

に
相
当
年
か
か
る
家
屋
で
、
個
人
が
単
独
浄

化
槽
及
び
汲
み
取
り
か
ら
合
併
浄
化
槽
に
改

造
す
る
場
合
に
、
費
用
の
一
部
を
町
が
補
助

す
る
事
業
で
す
。

設
置
後
の
維
持
管
理
は
個
人
で
行
い
ま
す
。

【
実
施
家
屋
の
決
定
】

施
工
を
計
画
し
て
い
る
前
年
度
の
、
決
め

ら
れ
た
期
間
に
要
望
を
受
け
、
審
査
の
上
、

実
施
家
屋
を
決
定
し
ま
す
。

(3)
事
業
実
施
家
屋
の
募
集

平
成
18
年
度
の
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進

事
業
・
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
と
を
実
施
す
る

家
屋
を
左
記
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
実
施
要
望
受
付
期
間

平
成
17
年
11
月
1
日
か
ら

平
成
18
年
3
月
31
日
ま
で

受
付
場
所隠岐

の
島
町
役
場　

下
水
道
課

詳
し
く
は
次
回
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

問い合わせ等問い合わせ等問い合わせ等

次回は、集合処理の中心的事業である西郷処理区の公共下
水道事業、浄化槽事業、下水道使用料等について掲載する予
定です。
今回の講座での御質問・御感想、また、次回「このことに
ついて知りたい」という御要望等がありましたら、下記まで
ご連絡下さい。

隠岐の島町役場　下水道課
ＴＥＬ：２－８５７６
ＦＡＸ：２－６６３０
E-mail：gesui@town.okinoshima.shimane.jp
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隠岐の島町立図書館隠岐の島町立図書館

図
書
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

図
書
館
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
！

●
義
経
を
討
て

童
門
冬
二
／
著　

潮
出
版
社

●
し
あ
わ
せ
に
な
る
ド
ー
ナ
ツ
の
秘
密

ボ
ー
ド
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
／
著 

求
龍
堂

●
家
電
を
修
理
す
る
本

杉
嵜 

晃
一
／
著　

地
球
丸

●
郵
政

世
川
行
介
／
著　

現
代
書
館

●
お
こ
め
の
ひ
み
つ

榎
本　

功
／
著　

世
界
文
化
社

★１１月の展示本

　１１月の図書館の展示本は

「島」というテーマで全国の

島の名前に関する本や、島の

データブックなどを展示しま

す。ぜひお越しください。

お し ら せ

13……公民館

日
本
語
教
室
『
あ
い
う
え
お
』
交
流
会
よ
り

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

12
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
も
た
く
さ
ん
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
〜
す
！

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
の
日
本
語
教
室
活
動
や

交
流
会
な
ど
、
一
緒
に
楽
し
く
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
日
本
語
教
室
あ
い
う
え
お
」:

島
内
在
住　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
国
人
支
援
グ
ル
ー
プ

＊
問
い
合
せ
先西

郷
公
民
館
（
２
‐
０
２
３
７
）

西
郷
公
民
館
で
は
、
全
国
の
国
公
私
立
大
学

の
公
開
講
座
を
放
映
す
る
「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」
と
、
一
流
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
科
学
者
と

全
国
の
子
ど
も
た
ち
が
直
接
話
し
た
り
、
も
の

づ
く
り
教
室
な
ど
を
ス
タ
ジ
オ
と
一
緒
に
体
験

し
た
り
す
る
番
組
「
子
ど
も
放
送
局
」
が
視
聴

で
き
ま
す
。

放
送
番
組
紹
介
等
は
、
西
郷
公
民
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
録
画
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
も

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

*

問
い
合
わ
せ

西
郷
公
民
館
（
２
―
０
２
３
７
）

「
あ
い
う
え
お
」
た
の
し
ー
よ
！

と
も
だ
ち
も
で
き
る
よ
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
た

の
し
か
っ
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
か
い
も
た
の
し
み
。

エ
ル
ネ
ッ
ト
放
送

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

毎週土曜日11時～12時放映

利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

利
用
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

町
図
書
館
に
は
約
６
５
，０
０
０
冊
の
資
料

が
あ
り
ま
す
！

図
書
・
マ
ン
ガ
・
雑
誌
（
月
刊
誌
・
週
刊

誌
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
種
類
）・
新
聞
（
８
紙
）

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
借
り
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
他
、
全
国
電
話
帳
、
大
活
字
本
、
紙

芝
居
、
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

館
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
で
き
ま
す
。

■
本
を
借
り
る
に
は

●
隠
岐
の
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
利
用
券
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
貸
出
は
１
人
10
冊
ま
で
３
週
間
本
が
借
り

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
冊
の
う
ち
３
点
ま

で
は
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
１
週
間
借
り
ら
れ
ま
す
。

■
本
を
返
す
に
は

●
図
書
館
の
本
は
都
万
公
民
館
、
五
箇
公
民

館
、
布
施
公
民
館
、
中
出
張
所
で
も
返
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
図
書
館
が
閉
ま
っ
て

い
る
と
き
は
玄
関
脇
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ

お
返
し
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
便
利
な
サ
ー
ビ
ス

●
お
探
し
の
本
は
館
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

検
索
で
き
ま
す
。
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

も
図
書
館
の
本
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
調
べ
た
い
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
な
ど
は

気
軽
に
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
中
の
本
や
、
所
蔵
し
て
い
な
い
本
は
、

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
が
で
き
ま
す
。

●
は
じ
め
て
の
絵
本
や
お
は
な
し
の
へ
や
、
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
の
会
な
ど
楽
し
い
定
期
行
事
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

奥
村
美
恵
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
隠
岐
の
島
町
図
書
館
に
つ
い
て
何
か
思
う

こ
と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
は
旧
図
書
室
か
ら
よ
く
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
11
年
に
新
し

い
図
書
館
が
設
立
し
て
、
と
て
も
感
激
し
た

こ
と
を
想
い
出
し
ま
し
た
。
建
物
が
新
し
く

美
し
く
立
派
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

本
の
種
類
が
豊
富
で
目
移
り
し
、
連
日
足
を

運
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
６
年

も
経
つ
ん
で
す
ね
。
幸
せ
な
毎
日
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
時
に
図
書
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

新
刊
が
入
っ
た
時
や
、
調
べ
物
が
あ
る
時
、

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
刊
誌
コ
ー
ナ
ー

で
は
毎
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
図
書
館
で
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

隠
岐
の
「
津
井
の
池
」
の
民
話
を
調
べ
る
時
、

名
馬
（
生
月
）
の
悲
し
い
話
を
知
り
、
こ
こ

ま
で
奥
深
い
物
語
だ
っ
た
の
か
と
、
驚
い
た

と
同
時
に
、
ま
た
他
の
民
話
も
調
べ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
図
書
館
に
対
し
て
御
意
見
、
ご
要
望
な
ど

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
す
る
人
た
ち
が
い
つ

ま
で
も
暖
か
い
心
で
「
ほ
っ
」
と
で
き
る
隠

岐
の
島
町
図
書
館
で
い
て
下
さ
い
。

●
義
経
を
討
て

童
門
冬
二
／
著　

潮
出
版
社

●
し
あ
わ
せ
に
な
る
ド
ー
ナ
ツ
の
秘
密

ボ
ー
ド
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
／
著 

求
龍
堂

●
家
電
を
修
理
す
る
本

杉
嵜 

晃
一
／
著　

地
球
丸

●
郵
政

世
川
行
介
／
著　

現
代
書
館

●
お
こ
め
の
ひ
み
つ

榎
本　

功
／
著　

世
界
文
化
社

　

８
月
20
日(

土)

中
村
さ
ざ
え
村
で
、
西

郷
地
域
ま
ち
づ
く
り
運
動
協
議
会
が
支
援
す
る

日
本
語
教
室
『
あ
い
う
え
お
』
主
催
の
交
流
会

が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
18
名
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
空
模
様
が
悪
く
、
出
掛
け
る
際
に
は

小
雨
が
パ
ラ
つ
き
ま
し
た
が
、
何
と
か
も
ち
こ

た
え
、
食
べ
て
、
語
っ
て
、
踊
っ
て
楽
し
い
交

流
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
本
語
教
室
で
は
、
島
内
在
住
の
外
国

人
の
方
が
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
の
交
流

を
通
し
て
、
公
民
館
等
を
会
場
に
、
日
本
語
を

学
ん
で
い
ま
す
。



「隠岐は森の国 御木の国」開催中！！「隠岐は森の国 御木の国」開催中！！

まなびのひろば……1415……まなびのひろば

隠岐の島町教育委員会
TＥＬ ０８５１２-２-２２０６
ＭaiL Ｏｋｉｄｏｇｏ＠ｍｘ.ｍｉｒａｃｌｅ.ｎｅ.ｊｐ

第
39
回
島
根
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
隠
岐
の
島
町

の
中
学
生
が
大
健
闘
し
ま
し
た
。
中

で
も
、
剣
道
女
子
個
人
の
部
で
、
山

本
芙
美
さ
ん
（
西
郷
中
３
年
）・
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部

で
大
西
優
貴
君
（
西
郷
南
中
２
年
）

が
見
事
優
勝
し
、
島
根
県
の
頂
点
に

輝
き
ま
し
た
。

剣
道
・
山
本
さ
ん
は
、
広
島
県
で

開
催
さ
れ
た
中
国
中
学
校
剣
道
大
会

で
も
優
勝
（
島
根
県
中
学
剣
道
史
上

初
）
し
、
全
国
大
会
で
も
ベ
ス
ト

16
入
り
を
果
た
す
快
挙
を
成
し
遂

げ
ま
し
た
。（
山
本
さ
ん
の
記
事
は

24
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

第
34
回
島
根
県
少
年
弁
論
大
会

に
お
い
て
は
、
高
梨
敬
史
君
（
西
郷

中
３
年
）
が
各
地
区
20
名
の
弁
士

の
中
か
ら
、
審
査
員
満
場
一
致
で
、

見
事
島
根
県
知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」

「隠岐は森の国御木の国」開催中！！

「本とあそぼう 全国訪問おはなし隊」「本とあそぼう 全国訪問おはなし隊」
開催のお知らせ
本事業は講談社主催で、年間に全国24箇所

を巡回し開催しています。内容は、読み聞か
せのキャラバンカーが来島し、キャラバンカー
見学や絵本の読み聞かせ、紙芝居などを行い
ます。
本に親しむきっかけをつくることのできる、

貴重な機会ですので、町民の皆様にはふるっ
てご参加下さいますようご案内いたします。
日程　平成17年11月4日（金）　
○中出張所
9：00～　9：30　
室内でお話し会 （読み聞かせや紙芝居等）
9：30～10：00 キャラバンカー見学
○隠岐の島町図書館
13：00～13：30 キャラバンカー見学
13：30～14：00　
室内でお話し会 （読み聞かせや紙芝居等）

島根県立女子短期大学講座島根県立女子短期大学講座
受講生の募集について
地域の魅力再発見と題して講座を開催して

います。町民の皆様にはふるってご参加くだ
さいますようご案内いたします。

○「地域福祉とまちづくり」
講　師: 高橋憲二　さん
と　き: 11月5日（土）午後7時から
ところ: 布施公民館

○「隠岐の風土と文学－後鳥羽上皇を中心に－」
講　師: 三保サト子　さん
と　き: 11月12日（土）午後2時から
ところ: 隠岐の島町図書館　研修室　

○「長寿の島　隠岐の食事をさぐる」
講　師: 名和田淸子さん
と　き: 11月19日（土）午後7時から
ところ: 五箇公民館　研修室

９
月
17
日
か
ら
、
「
自
然
を
生

か
し
た
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」

と
題
し
て
、
島
根
県
民
大
学
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
目
は
、

漁
民
に
よ
る
植
林
活
動
「
森
は
海

の
恋
人
」
運
動
を
気
仙
沼
で
進
め

て
い
る
、
牡
蠣
の
森
を
慕
う
会
代

表
、
畠
山
重
篤
氏
に
よ
る
公
開
講

座
が
開
か
れ
約
70
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

畠
山
氏
は
講
座
の
中
で
、
「
森

と
海
は
川
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
海
を
守
る
た
め
に
は
森

を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」

と
熱
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

講
座
の
終
わ
り
に
、
「
隠
岐
は

森
・
川
・
海
す
べ
て
が
揃
っ
た
す

ば
ら
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。
」

ぜ
ひ
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
場
所
で
、

「
森
・
里

（
川
）
・

海
連
環
学

を
展
開
し

て
く
だ
さ

い
。
」
と

隠
岐
の
島

町
に
エ
ー

ル
を
お
く
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
２
回
目
は
、
自

然
教
育
研
究
セ
ン
タ

ー
の
古
瀬
浩
史
氏
に

よ
る
、
「
森
っ
て
お

も
し
ろ
い
」
〜
環
境

教
育
・
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
人
材
育
成
の

現
場
か
ら
〜
と
い
う
題
で
、
講
義
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
約
40
名
が
受
講
し
ま
し

た
。
講
義
で
は
、
「
豊
か
な
自
然
体
験
は
『
し

な
や
か
な
感
性
』
と
『
し
な
や
か
な
身
体
』

を
育
み
、
『
環
境
教
育
』
に
つ
な
が
る
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
は
持
続
可
能
な
世
界
構
築

の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
」
と

自
然
体
験
の
大
切
さ
を
ス
ラ
イ
ド
等
を
使
っ

て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
後

半
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
、
自
然
と
参
加

者
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ン
す
る
と
き

に
大
切
な
４
つ
の
Ｔ
（
楽
し
く
学
ぶ
・
共
に

学
ぶ
・
体
験
的
に
学
ぶ
・
地
域
に
学
ぶ
）
に

つ
い
て
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学

び
ま
し
た
。

県
民
大
学
は
、
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
最

終
回
が
12
月
４
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

い
内
容
及
び
日
程
は
、
隠
岐
の
島
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
剣
道
・
山
本
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
大
西
」「
弁
論
・
高
梨
」
大
健
闘

「
剣
道
・
山
本
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
大
西
」「
弁
論
・
高
梨
」
大
健
闘

「
剣
道
・
山
本
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
大
西
」「
弁
論
・
高
梨
」
大
健
闘

－中学生が大活躍！－－中学生が大活躍！－
島根県中学バドミントン大会で２年生な
がら栄冠を手にした大西君は、小学校６年
生の終わり頃から本格的にバドミントンを
始めましたが、中学校にはバドミントン部
がないため、学校の部活には所属せず、社
会人クラブや高校に足を運んでの練習を行
いました。練習時間が学校の部活より少な
いため、「集中して質の高い練習を心掛け
ています。」と話すとおり、２年に満たな
いバドミントン歴でのタイトル獲得となり
ました。「試合の時の集中した顔つきを他
の生徒に見せてあげたい。」と引率された
教頭先生の談。他の生徒の刺激にもなる優
勝となりました。

隠岐代表の弁士が、島根県知事賞を受賞し
たのは、平成９年度の吉田修君（西郷南中）
以来の事。高梨君は、「僕の夢」と題し、病
気で障害をもった母親の身の回りの手伝いを
する中で、母親の「ありがとう」という言葉
から福祉を勉強して、人の役に立つ人間にな
りたい、障害をもった人でも安心して暮らし、
心から「ありがとう」が言える様な社会にす
ることが大きな大きな「僕の夢」と発表し、
聴衆を引きつけました。
中国大会は、録音テープによる選考会で、

入賞者２名が全国大会へ出場するそうです。
審査員満場一致での受賞を果たした高梨君に
は、全国大会への出場が期待されています。

第
39
回
島
根
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
入
賞
者

【
陸
上
】

○
全
男
８
０
０
Ｍ

三
淵
祐
紀
（
中
村
中
）
…
… 

７
位

○
二
・
三
年
３
０
０
０
Ｍ

山
根
大
志
（
中
村
中
）
…
… 

７
位

○
低
男
４
０
０
Ｍ
Ｒ

都
万
中
学
校
…
…
…
…
…
… 
８
位

○
全
女
１
０
０
Ｍ

児
玉
千
穂
（
西
郷
中
）
…
… 

６
位

○
低
女
４
０
０
Ｍ
Ｒ

都
万
中
学
校
…
…
…
…
…
… 

３
位

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

○
男
子　

シ
ン
グ
ル
ス

大
西
優
貴
（
西
郷
南
中
）
… 

１
位

【
柔
道
】

○
男
子
個
人
８１
㎏
級

鹿
嶋
大
貴
（
西
郷
中
）
…
… 

ベ
ス
ト
８

○
男
子
個
人
９０
㎏
級

森　

雄
太
郎
（
西
郷
中
）
… 

３
位

【
剣
道
】

○
女
子
個
人

山
本
芙
美
（
西
郷
中
）
…
… 

１
位

【
相
撲
】　

○
団
体　

五
箇
中
学
校
Ａ
…
…
…
…
… 

４
位

○
個
人

河
内
柾
輝
（
五
箇
中
）
…
… 

８
位

（
１０
位
以
内
掲
載
）

●弁論大会で県知事賞を受賞した高梨啓史君●弁論大会で県知事賞を受賞した高梨啓史君

●バドミントンで優勝した大西優貴君●バドミントンで優勝した大西優貴君
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９
月
17
日（
土
）か
ら
９
月
19
日（
月
）

の
３
連
休
に
、隠
岐
の
島
町
暮
ら
し
体

験
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団
の
補
助
を

活
用
し
た
事
業
で
、Ｕ
・Ｉ
タ
ー
ン
希
望

者
に
島
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も
ら
う

ツ
ア
ー
で
す
が
、過
去
に
は
、実
際
に
定

住
に
結
び
つ
い
た
例
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、家
族
連
れ
か
ら
老
後
を
隠

岐
で
暮
ら
そ
う
と
い
う
方
ま
で
、全
国

か
ら
20
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
の
17
日
は
中
村
、布
施
で
活
動
し
、

大
峯
山
で
放
牧
の
見
学
、自
然
回
帰
の

森
散
策
、イ
カ
釣
り
等
を
行
い
ま
し
た
。

２
日
目
の
18
日
は
都
万
地
区
へ
移
動

し
、産
直
問
屋「
し
お
さ
い
」で
、地
元
の

講
師
に
隠
岐
そ
ば
打
ち
を
習
い
、サ
ザ

エ
を
割
っ
て
炊
き
込
み
ご
飯
作
り
を
行

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
稲
刈
り
、ハ
ウ
ス
で
種

ま
き
、牛
突
き
の
練
習
見
学
、隠
岐
の
島

町
在
住
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
の
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
、隠
岐
の
島
町
の
主
要
施

設
め
ぐ
り（
行
政
関
係
、生
活
関
係
、観

光
施
設
）を
行
い
、レ
イ
ン
ボ
ー
に
て
離

島
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、駆
け
足
で
し
た
が
隠
岐

の
海
・
山
・
生
活
の
一
部
を
体
験
し
ま
し

た
。就
業
の
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
は

あ
り
ま
す
が
、今
回
の
参
加
者
か
ら
定

住
者
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
な
、と
思
っ

て
い
ま
す
。　

●しおさいでのそば打ち体験

●ハイポーズ!!初の県大会出場です

９
月
25
日（
日
）、第
27
回
島
後
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
第
36
回
隠
岐

の
島
町
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
五

箇
会
場
に
お
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
レ
ー
は
、11
チ
ー
ム
が
参
加

さ
れ
、成
績
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
準
決
勝

五
箇
Ａ　

２　

―　

０　

加
茂
小

西
郷
中　

２　

―　

１　

中
条
小

○
決
勝
戦

五
箇
Ａ　

２　

―　

１　

西
郷
中

と
な
り
、接
戦
の
末
、五
箇
Ａ
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
五
箇
Ａ
チ
ー
ム
は
、11
月
20

日
に
益
田
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出

場
し
ま
す
。壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、

６
チ
ー
ム
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
方
式
は
、３
チ
ー
ム
づ
つ
の
２
リ

ー
グ
制
で
行
い
、各
リ
ー
グ
の
１
位
が
決

勝
を
戦
い
ま
し
た
。

○
決
勝
戦

五
箇　

10　
　

―　

５　

栄
町

と
な
り
、五
箇
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

絶
好
の
秋
空
の
も
と
、全
チ
ー
ム
全
力

を
出
し
切
り
、白
熱
し
た
戦
い
と
な
り
ま

し
た
。

島後よろず情報局……16

自
治
会
広
報
イ
ベ
ン
ト
部
主
催
で
「
武

良
講
座
」
が
９
月
に
５
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
半
は
「
中
村
の
こ
こ
が
す
ご
い
！
」

の
基
礎
講
座
を
、
中
村
中
学
校
の
村
尾
校

長
先
生
と
八
幡
浩
二
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
歴
史
・
文
化
・
自
然
に
つ
い
て
楽
し
く

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
半
は
「
隠
岐
の
島
を
救
え
！
」
を

テ
ー
マ
に
町
長
や
担
当
課
職
員
を
招
い
て

財
政
、
地
域
活
動
、
島
の
自
立
へ
向
け
て

の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
座
で
、
住
ん
で
い
る
地
域

の
新
た
な
発
見
に
感
動
し
、
そ
の
地
域
の

中
で
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
を

熱
く
真
剣
に
議
論
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
、
隠
岐
の
島
町
は
様
々
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
が
、
武
良
自
治
会
は
、「
こ

の
原
因
は
行
政
だ
け
の
責
任
と
せ
ず
住
民

の
無
関
心
さ
に
も
あ
る
」
と
認
識
し
、
私

た
ち
住
民
が
主
人
公
と
な
っ
て
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。今

後
の
活
動
と
し
て
は
、
現
地
へ
の
遠

足
ツ
ア
ー
、
地
域
生
活
に
密
着
し
た
環
境

や
福
祉
等
に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
地
域

を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
中

出
張
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

９
月
25
日
（
日
）、
布
施
小
中
学
校

グ
ラ
ン
ド
で
恒
例
の
秋
季
体
育
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

合
併
前
か
ら
地
域
全
体
の
秋
の
一
大

行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
全
地
区

か
ら
約
２
０
０
名
の
住
民
の
方
の
参
加

の
も
と
、
３
つ
の
組
に
分
か
れ
、
競
技

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

乳
幼
児
の
姿
に
心
を
和
ま
せ
、
小
中

学
生
の
真
剣
な
顔
を
た
く
ま
し
く
感
じ
、

高
齢
者
の
頑
張
る
姿
に
年
輪
を
感
じ
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

競
技
の
最
後
に
は
、
毎
年
恒
例
の
盆

踊
り
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

合
併
に
伴
い
地
域
の
一
体
感
が
薄
れ

る
中
、
一
致
団
結
し
優
勝
を
目
指
す
姿

を
見
て
、
新
た
な
連
帯
感
が
生
ま
れ
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

合
併
後
初
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
も
、
再
来
年
も
、
ず
っ
と
続
い
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

●なかなか釣れません

●締めくくりは恒例の盆踊り

●地域の手作りで施工した西村バス停

●通学路の砂利敷きを生徒自らの手で！

●ワンタッチ!!カバーお願い



廃車の輸送費補助……1819……奨学金案内

廃車の海上輸送費補助制度の施行について廃車の海上輸送費補助制度の施行について
環境課

自動車を廃車にする際の「海上輸送費」について、町が８０％を補助する制度（隠岐の島町使用済自動車等海上輸
送費補助金交付要綱）がスタートしました。
この制度は、隠岐の島町が（財）自動車リサイクル促進センターの出えんを受けて、離島の使用済自動車（廃車に

する車）のリサイクルを推進し、不法投棄をなくすために実施する制度です。
補助の対象になるのは、使用済自動車の海上輸送経費（荷役費含む）に係る部分の８０％で、１０月１日以降に海

上輸送を行う車です。
この制度の施行により、今まで負担されていた海上輸送経費が２０％の負担（軽自動車４ｍ未満約17,500円→約

3,500円、普通車５ｍ未満約22,000円→約4,400円）で済むこととなります。（ただし輸送単価は各関連事業者※に
よって異なります。）
なお、リサイクル料、事務手数料等は別途必要となりますのでご承知ください。
（※関連事業者＝引取業者、フロン類回収業者、解体業者、破砕業者）
◎申請方法は次のとおりです。
①申請手続き　
自動車の最終所有者の方が車を関連事業者に引き渡し、海上輸送後に海運業者と本土の関連事業者から受けた証明

書を添付し、隠岐の島町に補助申請をしていただくことになります。
この場合、最終所有者が申請者となり、海上輸送費を支払った後に８０％の補助を受ける方法〔図示〕と、最終所

有者から廃車と海上輸送費の２０％を受け取った関連事業者が申請者となり、海上輸送を行った後に８０％部分の補
助を受ける方法があります。
最終所有者の方はどちらの方法を選択されても結構です。

②申請に必要な書類
・補助金交付申請書
・海上輸送経費を証明する書類（領収書等）
・本土の引渡先関連事業者が車を引き取ったことを証明する書類（引取証明書に署名）

③お問い合わせ先
・役場環境課（2-8565）
・各支所の地域振興課
・町内の引取事業所（下表）

〔図示〕

本 土
関連事業者

（80%部分申請）  （80%部分交付）

※補助申請は最終所有者から廃車を預託された関連事業者が行う
ことができます。その場合は関連事業者が隠岐の島町に申請を行
うことになります。

隠岐の島町（環境課）

（80%部分申請）  （80%部分出えん）

(財 )自動車リサイクル促進センター

自動車最終所有者
（個人または会社）

（海上輸送費100%） （海上輸送）関連事業者
（引取業者）

（証明書類） （証明書類）

海上輸送費
２０％
８０％

事業所名称 電話番号
（株）カーテックス一畑 2-2511
（有）隠岐環境衛生センター リサイクル事業部 2-0339
（有）隠岐車輌 2-1161
（有）門脇自動車整備工場 2-0030
（有）ホンダプリモ隠岐 2-0316
（有）太陽車輌 2-1167
高梨自動車工業所 2-1811

事業所名称 電話番号
（有）中西自動車 2-0291
（有）ビッグボディーエムアンドエム 2-0750
（株）隠岐商事 2-2001
カーショップ勇起 2-7050
（有）勝部商事 2-3133
（有）海幸海運 2-0687
（有）酒井商事 2-6068

隠岐の島町内の使用済自動車引取事業所

隠岐の島町定住奨学資金奨学生を募集して
います
１．奨学資金貸与資格

学校教育法に基づく高等学校、大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校に平成１８年４月に入学する
予定の者で、下記の要件を具備している方。
(1) 隠岐の島町出身者
(2) 向学心を有する者
(3) 経済的な理由により修学が困難な者。ただし、島内の学校に在学する者は、
その理由が特に著しいと認められる者であること。

(4) 進学校を卒業後、隠岐の島町に居住する見込みがあり、かつその意思を有する者

２．貸与者予定人員 応募状況により決定します。（平成17年度貸与決定者は5名）

３．奨学資金貸与額
貸与額は次の表のとおりです。

４．奨学資金の返還
奨学資金は、卒業後５年を経過した後から、貸与
を受けた月数の３倍に相当する期間内に、年1.5
パーセントの利息を付け元利均等方法で、年賦、半
年賦又は月賦により町指定金融機関の口座振替の
方法により返還していただきます。（但し、利率につ
いては改定される場合があります。）

５．奨学資金の返還猶予及び免除
奨学資金の返還の期間内に、隠岐の島町に居住している期間は奨学資金の返還を猶予することができます。
又、隠岐の島町に居住している期間が１年以上経過した場合、その期間の返還額は免除とし、進学校を卒業
後、５年以内に隠岐の島町に居住し、引き続き５年以上居住したときは、返済未済額の全部の返還を免除す
ることができます。

６．申請手続
奨学資金の貸与を希望する方は、次の書類を隠岐の島町役場企画課まで提出して下さい。
(1) 隠岐の島町定住奨学資金貸与申請書  （隠岐の島町役場企画課にあります。）
(2) 隠岐の島町定住奨学資金貸与申請調書（隠岐の島町役場企画課にあります。）
(3) 在学学校長の証明する成績証明書

７．申請書受付期間
平成１７年１０月１７日（月）から平成１７年１１月１８日（金）まで

８．奨学生の決定
奨学生の決定は、隠岐の島町奨学資金貸与選考委員会の選考を経て行います。選考は、書類及び面接によ
り本人の定住についての意思、家計、学習成績等に関する審査を行います。面接は１２月下旬に実施する予
定です。

９．問い合わせ先
　　隠岐の島町役場 企画課 まちづくり係　℡ 08512-2-8571 (内線 233)

区    　分
高等学校(島内) 
高等学校(島外)

高等専門学校

大  学（短大含む）

その他の学校

奨学資金の月額
１５，０００円
２５，０００円

３学年まで　　２５，０００円
５学年まで　　５０，０００円

５０，０００円
高等課程　  ２５，０００円
専門課程　  ５０，０００円
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平
成
17
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
17
年
度
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

高
宮
正
太
郎
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

高
宮
正
太
郎
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

『
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の

歴
史
文
化
財
産
百
選
』募
集
中
！！

『
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の

歴
史
文
化
財
産
百
選
』募
集
中
！！

Information国
土
交
通
省
、
島
根
県
、
日
本
道
路
公
団

等
で
は
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
「
道
路
交

通
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
う
ち
、
オ
ー
ナ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
Ｏ
Ｄ
（
起
点
・
終
点
）
調
査
は
、
自
動
車
を

無
作
為
に
選
び
、
そ
の
自
動
車
を
お
持
ち
の

方
を
訪
問
し
て
、
出
発
地
・
目
的
地
・
運
行

目
的
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
に
直
接
ご

記
入
し
て
い
た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
す
。

調
査
員
証
明
書
を
持
っ
た
調
査
員
が
お
願

い
に
上
が
っ
た
際
に
は
、
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
実
施
時
期

平
成
17
年
10
月
〜
11
月

●
お
問
い
合
わ
せ

島
根
県
土
木
部
道
路
建
設
課

℡
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
２
５
１

９
月
30
日
、
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
教

育
長
室
で
、
瑞
宝
双
光
章
の
叙
勲
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
の
は
都
万
の
高
宮
正
太
郎
さ
ん

で
す
。
高
宮
さ
ん
は
教
員
と
し
て
長
き
に
渡
り

学
校
教
育
、
地
域
教
育
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

漁
村
に
は
地
域
色
豊
か
な
食
文
化
や
伝
統

行
事
、
優
れ
た
景
観
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
人
を
引
き
つ
け
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
多
く

の
人
が
漁
村
を
訪
れ
る
よ
う
に
、
都
市
住
民
に

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
場
を
提
供
し
、
地

域
を
活
性
化
す
る
、
都
市
と
漁
村
の
交
流
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
水
産
庁
で
は
、
漁
村
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
し
交
流
を
も
っ
と
盛
ん
に
す
る
た
め
、

漁
村
に
残
る
歴
史
的
・
文
化
的
に
価
値
の
高
い

施
設
や
現
在
で
は
貴
重
な
工
法
や
様
式
の
施
設

な
ど
、
未
来
に
残
し
た
い
漁
村
の
施
設
を
漁
業

漁
村
百
選
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

◆
応
募
期
間

平
成
17
年
９
月
10
日
〜
平
成
17
年
11
月

10
日

◆
応
募
方
法

　

応
募
方
法
は
次
の
い
ず
れ
か
と
し
ま
す
。
な

お
、
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
応
募
用
紙
は
写
真

も
含
め
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

①
郵
送　

チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
記
入
し
郵

送
。
締
切
日
当
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効

と
す
る
。

　

②
フ
ァ
ッ
ク
ス　

チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
応
募
用
紙
に
記

入
し
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
。
写
真
は
別
途
郵
送
。

　

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
送
信
。

◆
応
募
宛
先

〒
１
０
０-

０
０
０
６

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
１-
12-

１　

新
有
楽
町
ビ
ル
３
２
６
号

社
団
法
人　

全
国
漁
港
漁
場
協
会

　
「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁
村
の
歴
史
文
化

財
産
百
選
」
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３-

３
２
１
４-

２
９
２
４

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３-

３
２
１
４-

２
９
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.gyokou.or.jp/100sen.htm

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

100sen@gyokou.or.jp

平成１８年度　離島留学生を下記のとおり募集します。
豊かな自然の中で、里親家庭の一員として田舎暮らしを
体験しながら、那久小学校へ通いませんか！
受け入れ校：隠岐の島町立那(な)久(ぐ)小学校
受入れ方法：里親家庭が引受けます。
留学期間：平成18年 4月～1ヵ年以上
募集期間：平成17年 10月 3日～12月 15日まで
募集対象：小学校３年生から６年生　４名程度
体験入学：期間中随時受付けます。体験入学に係る経費

ついては補助があります。
留学経費：里親宅への委託料　月額50,000円
　　　　　教材費・給食費等　年額70,000円
【問合せ先】
　　〒６８５－０１０４
　　　島根県隠岐郡隠岐の島町都万２０１６
　　　　隠岐の島町　都万支所　地域振興課内
　　　　那久小学校交流推進協議会事務局
　　　ＴＥＬ　０８５１２－６－２３１１
Mail : tsuma-chiiki@town.okinoshima.shinane.jp

安
全
・
安
気
な
隠
岐
の
島
町
の
た
め
に

安
全
・
安
気
な
隠
岐
の
島
町
の
た
め
に

第
35
回
島
後
地
区
交
通

安
全
大
会

労
働
保
険

「
知
ら
な
い
の
は
問
題
で
す
。

 

入
ら
な
い
の
は
大
問
題
で
す
。」

労
働
保
険

「
知
ら
な
い
の
は
問
題
で
す
。

 

入
ら
な
い
の
は
大
問
題
で
す
。」

９
月
17
日(

土)
、
五
箇
地
区
で
第
35
回

島
後
地
区
交
通
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
午
後
か
ら
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
約
８
０

０
人
が
水
若
酢
神
社
前
を
ス
タ
ー
ト
、
五
箇
中

学
校
体
育
館
ま
で
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
行
進
し

ま
し
た
。

そ
の
後
五
箇
中
学
校
体
育
館
で
交
通
安
全
大

会
が
開
催
さ
れ
、
交
通
安
全
功
労
者
・
団
体
の

表
彰
、
交
通
安
全
プ
ラ
カ
ー
ド
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
プ
ラ
カ
ー
ド
で
は
、「
や
り
ま
せ

ん　

と
び
出
し　

手
ば
な
し　

二
人
乗
り
」
の

標
語
を
掲
げ
た
仁
万
の
里
が
金
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
、
全
国
交
通

安
全
週
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
と

し
、「
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
と
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
」「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
を

重
点
目
標
と
し
て
、
街
頭
指
導
や
宣
伝
車
に

よ
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
週
間
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
忙
し
い
時
期
を
迎
え
、

交
通
事
故
も
増
え
て
き
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
安
全
運
転
、
歩
行
者
は
周
囲
の
確
認
を
心

が
け
、
事
故
の
な
い
隠
岐
の
島
町
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
安
全
を
守
る
に
は
、
地
域
単
位
で

の
地
道
な
活
動
が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。

「
地
域
で
の
安
全
は
地
域
で
守
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指

し
結
成
さ
れ
た
の
が
、「
な
か
す
じ
安
全
み
ま

も
り
隊
」（
会
長=

重
栖
眞
快
さ
ん
）
で
す
。

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
協
力
し
、

夏
休
み
期
間
に
は
、
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
地

域
内
を
見
回
り
、
夜
間
に
出
歩
い
て
い
る
こ

ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
を
見
か
け
た
場
合
は
、

早
め
の
帰
宅
や
夜
光
反
射
材
な
ど
の
着
用
を

勧
め
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
冬
休
み
に
も
是
非
計
画
し
取
り
組
み

た
い
と
の
こ
と
で
す
。

10
月
は
、
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上
ま
た
は

通
勤
途
上
で
災
害
を
受
け
た
場
合
、
あ
る
い

は
失
業
し
た
場
合
に
、
そ
れ
に
対
し
て
保
険

給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
事
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
事
業
主
は
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
お
ら
れ
な
い

事
業
主
の
方
や
、
こ
れ
か
ら
労
働
者
を
雇
用

し
て
事
業
を
始
め
ら
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
島

根
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
、
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

安
全
・
安
気
な
隠
岐
の
島
町
の
た
め
に

９
月
21
日

〜
30
日

秋
の
交
通
安
全
週
間

第
35
回
島
後
地
区
交
通

安
全
大
会

９
月
21
日

〜
30
日

秋
の
交
通
安
全
週
間

地
区
の
安
全
担
う

中
条
安
全
み
ま
も
り
隊

地
区
の
安
全
担
う

中
条
安
全
み
ま
も
り
隊

●まだ残暑の残る中、汗を拭きながら歩きました

●金賞を受けた仁万の里の作品

●7月22日に行われた出動式

●受章された高宮さん



10/30

6

13

20 

27

10/31

7

14 

21 

28

1

8 

15 

22 

29

2

9 

16 

23 

30

3

10 

17 

24 

12/1

4

11 

18 

25 

12/2

5

12 

19 

26 

12/3

23……行事予定

お気軽にご相談ください!!

しまね県民大学
13:00～16:00(文化会館)
財団名画シアター
10:00～ 仮面ライダー
13:00～ NANA
16:00～ 電車男
19:00～ NANA
新隠岐空港開港プレイベント 
10:00～ 16:00

県立女子短大公開講座(第4回)
14:00～
(町立図書館)

銚子ダムウォーキング

第二回西郷文化祭

佐藤涼子氏
読み聞かせ講演会
(町立図書館)
15:30～ 17:00

はじめての絵本
10：30～
（町立図書館）
【毎週火曜日】

人権相談
13：00～ 15：00
（中老福祉センター）

文化の日

岬ふれあいまつり

全国訪問
おはなし隊
(町立図書館)
13:00～ 14:00

おはなしのへや
15：00～【毎週土曜日】（町立図書館）
県立女子短大公開講座(第3回)
19:00～(布施公民館)
隠岐養護まつり
第二回西郷文化祭

佐藤涼子氏
読み聞かせ講演会
(町立図書館)
19:30～ 21:00

隠岐法律相談
13：00～ 15：00
（隠岐島文化会館）

県立女子短大公開講座(第5回)
19:00～
(五箇公民館)
財団名画シアター
15:00～ 仮面ライダー
19:00～ 電車男

人権相談
13：00～ 16：00
（隠岐島文化会館）

勤労感謝の日 隠岐の島町
いきいき祭り
(文化会館・武道館)

年金相談
13：00～ 16：30
（ふれあいセンター）

年金相談
13：00～ 16：30
（ふれあいセンター）

お知らせコーナー……22

固 

定
資
産
税
に
係
る

家
屋
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

自 

衛
隊
生
徒
募
集
の
お
知
ら
せ

第
１
回
隠
岐
の
島
町
い
き
い
き
祭

の
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

社協広報              の訂正について
総合誌10月号「福祉」No6にてご報告致しました『平成

17年度会費収入及び使途についてのご報告』（平成17年

9月13日現在）について内容に一部誤りがありました。

以下の通り訂正すると共に、お詫び申し上げます。

【社協一般会費納入のお礼】

（訂正前） （訂正後）

芝 18件 東前の原 18件
月無上 17件 クラミ口 17件
城山住宅３ 6件 城山住宅1 6件
県職員住宅6 19件 下西4 19件
郡（五箇） 90件 

郡（五箇） 103件老人ホーム（五箇） 13件  

お問い合わせは社協（２-０６８５）まで

・・・各種相談窓口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
児童・女性・母子相談 ：：隠岐福祉事務所 TEL 2-9810　平日8：30～17：00
生活保護相談 ：：隠岐福祉事務所 TEL 2-9708　平日8：30～17：00
保健所相談窓口 ：：隠岐保健所 TEL 2-9701
島根いのちの電話 ：：毎日 9:00～22:00 社会福祉法人島根いのちの電話事務局 TEL 0852-32-5985
警察の相談窓口電話 ：：被害者相談 TEL 0120-556-491 悪質商法 TEL 0852-27-4649

性犯罪 TEL 0120-110-267 ストーカー TEL 0852-24-9110
隠岐法律相談窓口予約受付：：TEL 0852-21-3450
前日17：00までに予約が0件の場合は開催しませんのでご了承ください。

自
衛
隊
島
根
地
方
連
絡
部

（
松
江
市
学
園
１
丁
目
１
の
14
）

島
根
県
出
雲
市
合
同
庁
舎

（
出
雲
市
大
津
町
１
１
３
９
）

役
場
税
務
課
で
は
、
平
成
18
年
度
よ
り
新
規

に
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
（
平
成
17
年
１
月
２

日
か
ら
平
成
18
年
１
月
１
日
ま
で
に
建
築
さ
れ

た
建
物
）
の
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

１
．
調
査
時
期

平
成
17
年
10
月
よ
り
平
成
18
年
２
月
ま
で
の

間
（
予
定
）

２
．
調
査
方
法

事
前
に
所
有
者
の
方
に
電
話
等
に
よ
り
連
絡

を
取
り
、
調
査
日
時
を
決
め
ま
す
。

調
査
日
に
は
、
調
査
員
が
２
〜
３
人
で
伺
い

所
要
時
間
は
約
１
時
間
（
平
面
図
が
あ
る
場
合
）

で
す
。

３
．
そ
の
他

税
務
課
で
は
、
新
増
築
家
屋
あ
る
い
は
滅
失

家
屋
の
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る

税
の
公
平
・
公
正
を
期
す
た
め
、
家
屋
を
新
増

築
さ
れ
た
方
あ
る
い
は
滅
失
さ
れ
た
方
は
、
早

め
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
ま
で
そ
の
旨
を
連

絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税
務
課
固
定
資
産
係

℡ 

０
８
５
１
２
‐
２
‐
８
５
７
４

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
で
は
若
き
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
養
成
し
、
優
れ
た
最
新
装
備
を
駆
使
で
き
る

専
門
技
術
者
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
卒
業
時
に
入
隊
し
、
３
年
間
の
高
等

学
校
教
育
終
了
時
、
陸
上
は
神
奈
川
県
立
湘
南

高
等
学
校
、
海
上
は
広
島
県
立
西
高
等
学
校
、

航
空
は
私
立
科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
の
卒
業

資
格
を
得
た
後
、
更
に
自
衛
隊
の
各
職
種
専
門

学
校
や
部
隊
勤
務
を
経
て
３
等
陸
・
海
・
空
曹

に
昇
任
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

17
歳
未
満
の
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
男
性
又

は
既
卒
の
男
性

【
採
用
試
験
】

平
成
18
年
１
月
14
日
（
土
）   

【
場　
　
所
】

自
衛
隊
島
根
地
方
連
絡
部

（
松
江
市
学
園
１
丁
目
１
の
14
）

島
根
県
出
雲
市
合
同
庁
舎

（
出
雲
市
大
津
町
１
１
３
９
）

島
根
県
浜
田
合
同
庁
舎

（
浜
田
市
片
庭
町
２
５
４
）

【
応
募
締
切
】　

平
成
18
年
１
月
10
日
（
火
）

○
お
問
い
合
せ
先

・
自
衛
隊
島
根
地
方
連
絡
部 

松
江
募
集
案
内
所

松
江
市
東
朝
日
町
67-

３
（
電
話　

０
８
５
２
‐
24

‐
６
５
３
７
）
又
は
隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
０
８

５
１
２
‐
２
‐
２
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

来
る
11
月
26
日
（
土
）
産
業
祭
と
健
康
福
祉

祭
が
一
つ
に
な
っ
た
『
隠
岐
の
島
町　

い
き
い

き
祭
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
主
会
場

を
各
地
区
持
ち
回
り
で
開
か
れ
ま
す
が
、
第
１

回
目
は
隠
岐
島
文
化
会
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
出
店
さ
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
商
店･

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
等
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
出
店
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日　
　

時
… 

平
成
17
年
11
月
26
日
（
土
）

場　
　

所
… 

隠
岐
島
文
化
会
館
・
町
立
武
道
館

締
め
切
り
… 

11
月
11
日
（
金
）

連 

絡 

先
… 

隠
岐
の
島
町
い
き
い
き
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

隠
岐
の
島
町
役
場
農
林
課

直
通
電
話 

２-

８
５
６
９

Ｆ 

Ａ 

Ｘ 

２-

２
４
６
０


